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今日は「夏至（げし）」です。夏至（げし）とは、1 年で 1 番、昼の時間が
長い日です。「昼の時間が長い」というのは北半球での話で、南半球では同
じ日が、最も昼の時間が短い日になります。同じ日本でも、緯度によって昼
の時間が微妙に変わります。北へ行くほど長くなります。北極圏（緯度 66.6
度以北）では 24 時間、太陽が沈みません。いわゆる白夜となるわけです。
北欧では、夏至の日に盛大なお祭りをするところが多いそうです。やはり昼
が特に長いからでしょうか。昼が長い…とはいっても、日本は梅雨のまった
だ中です。中番小学校の周りの田んぼは田植えが終わっていますが、現代の
ように低温に強い稲ができるまでは、「田植えは、夏至のころ、半夏生（は
んげしょう）まで」と言われ、ひと息に行うものだったようです。雨でも田
植えをする絵が残っており、農家にとっては、梅雨の時期は農繁期でとても
忙しい時期だったようです。また、田植えが終わる半夏生の頃は、ちょうど
収穫したばかりの麦を使って「半夏生餅（はんげしょうもち）」を作り、田
んぼの四隅に供えてから食べる風習があったそうです。関東地方や、奈良県、
和歌山県などに、半夏生餅を食べる習慣が伝わっているそうです。関西地方
では、豊作を祈って、半夏生にタコを食べる習慣があるようです。どうして
かというと作物が「タコの足のように、大地にしっかり根を張るように」と
の願いが込められているそうです。誠に面白い着想だと思います。 
このようにみてくると、夏至は、太陽と宇宙のパワーが溢れた日ですね。

ちなみに、今週の 24日（木）は「おの検定」の日となります。子供達は「お
の検定一発合格！」を目指して、今、頑張っています。今週は、是非、「自分
は何ができて、何ができないのか」を今一度確かめ、その自分の弱点を補い、
克服して欲しいと思います。学習の効果と効率化を図ることが大切です。時

は夏至。一年で太陽のエネルギーが一番満ち溢れている時です。そのエネル
ギーに肖り、子供達の力が最大限に発揮されることを期待しています。是非、
上記の「POFT賞」を全ての児童が手にすることができれば大変嬉しく思い
ます。ご家庭におかれましても、子供達の頑張りをもう一押し、後押しいた
だければ大変嬉しく思います。 
この夏至の日に中番小学校では、水泳学習が始まりました。２年ぶりの水

泳学習です。今日はお天気もよく、子供達の水しぶきが眩しく輝いていまし
た。今年は、少し水泳学習の様子が違っています。更衣室は、男子が展示ホ
ール、女子が各教室です。プール入り口は、サンダルの置き場所、プール内
にはタオル、マスクを掛ける場所がいつもとは違っています。また、学習中
の言葉はできるだけ無し、人との間隔を十分にとり、友達との接触は極力避
けての実施となります。子供達にとっては、いつになく非常に窮屈な学習ス
タイルとなっています。でも、これも新型コロナウイルス感染症対策として
必要なことです。このあたりは子供達も理解し、学習に臨むことを理解して
くれているものと思います。昨年は、お家でプールや海に行くことも控えら
れたご家庭も多いかと思われます。プールに入るのは正に 2 年ぶりという児
童もいると思います。水に対する感覚も少し鈍くなっているかもしれません。
始めは、ゆっくりとじっくりと水に慣れて、水の感覚を十分取り戻して欲し
いと思っています。体育の学習ですので学年毎の到達目標があります。昨年
度、水泳学習を実施しておりませんので、今年は前学年の目標をベースに学
年相当の目標に少しでも近づけられるようにしたいと考えております。感染
症対策を講じながら、できるだけ水に入りたいと考えています。 
 新型コロナウイルス感染症については、本日よりまん延防止等重点措置と
なりました。中番小学校としては、引き続き、感染症対策に徹底的に取り組
みます。保護者の皆様には、引き続き、感染症対策についてご理解とご協力
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。中番小学校は、子供達、保護
者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

今日は夏至！24 日(木）、第 1回おの検定!!水泳学習開始!!! 

－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


